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NPO 建築とアートの道場会員募集
ご相談、お申し込みは 03-3818-5460 までどうぞ。
HP からのお申し込みも可能です。
https://galleryiha.wixsite.com/galleryiha/membership

＊会員特典１「NPO 建築とアートの道場」が主宰する企画の
　　　　　　　参加費が無料です。
＊会員特典２　混雑時には優先的に席を確保します。
＊会員特典３　特別価格でギャラリーを利用できます。

gallery  IHA
賛助：大光電機株式会社、株式会社福田組

BY-HOUSE 1-9-7 Yushima, Bunkyo-ku, Tokyo  #113-0034
gallery.iha@ihasegawa.com

open 火 - 土 11:00-18:00、close 日・月・祝日

趣旨
建築家の自邸は、実験としての側面を強く帯びることが往々にしてありますが、その実験は多くの場合、理論的な裏付けをともなっ
て行われます。建築家の自邸は、むしろ、建築家がそれまで鍛え上げてきた理論を、創作と自らによる居住を通じて検証する場であ
るという方が正確かもしれません。
このレクチャーシリーズでは、理論と創作にまたがる実験としての建築家の自邸に迫るため、建築家によるレクチャーとあわせて見
学会を実施し、そこで検証された理論の可能性について、参加者と一緒にディスカッションを行います。ふるってご参加ください。
なお、このシリーズは１年間を通じて継続的に開催していきます。（門脇耕三）

『理論としての建築家の自邸』  
curation: 門脇耕三 + produce: 長谷川逸子

NPO 建築とアートの道場　2019 レクチャーシリーズ

第５回　坂牛卓〈坂牛邸〉

●見学会（東京都新宿区）
１）12:30 〜
２）13:30 〜
３）14:30 〜
４）15:30 〜

（時間予約制、各組定員 12 名）

予約制・定員 48 名　参加費：2000 円（見学会参加費 500 円＋レクチャー参加費 1500 円、会員は見学会費のみ）
☆ gallery IHA, IVENT サイトよりお申し込みください。　https://galleryiha.wixsite.com/galleryiha/event-41
10 月 31 日（木）締切：お申し込みが定員を超えた場合は会員優先 + 抽選といたします。
＊お申し込みが定員を超えない場合は最長で 11 月 9 日まで締切を延長しますが、10 月 31 日以降は定員に達し次第お申
し込みを締め切ります。

お申し込み多数の場合は会員のみなさまを優先します。この機会にぜひ「NPO 建築とアートの道場」にご入会ください。
☆ 2019 年度は『理論としての建築家の自邸』を 1 ～ 2 ヶ月に 1 回のペースで開催予定です。

2019 年 11 月 16 日（土）

門脇耕三 かどわき こうぞう

建築家、建築学者。明治大学准教授、アソシエイツパートナー。1977 年
神奈川県生まれ。
2001 年東京都立大学院工学研究科修士課程修了後、東京都立大学助手、
首都大学東京助教などを経て現職。現在、明治大学出版会編集委員長、
東京藝術大学・日本女子大学非常勤講師を兼務。博士（工学）。
主な著書に『シェアの思想／または愛と制度と空間の関係』（LIXIL 出版、
2015）ほか。主な作品に〈元速水医院〉（2017）、〈門脇邸〉（2018）ほか。

curator

坂牛卓　さかうし  たく

1959 年東京生まれ 。建築家。東京理科大学教授。
1985 年 UCLA 大 学 院 修 士 課 程 修 了、1986 年 東 京 工 業 大 学 大 学 院 修、
1988 年 O.F.D.A. を主宰。  2007 年博士（工学） 。2005 年「リーテム東京
工場」第四回芦原義信賞受賞。 2015 年松の木ギャラリー International 
Architecture Award 。2017 年「運動と風景」SD 賞受賞など。 2005 年『言
葉と建築』（監訳）、 2008 年『建築の規則』、 2013 年『αスペース』（共著）、
2017 年『建築の条件』など。

lecturer

●レクチャー
18:00-20:00（gallery IHA  1F）

＊見学会とレクチャーの両方にご参加
ください。いずれかのみの参加は原則
として不可といたします。

＋

critic

吉村靖孝　よしむら やすたか

建築家。早稲田大学教授。博士（建築学）。1972 年愛知県生まれ。
1997 年早稲田大学修士課程修了。1999 年～ 2001 年 MVRDV。2005 年吉
村靖孝建築設計事務所設立。東京大学非常勤講師、東京工業大学非常勤
講師、明治大学特任教授などを経て現職。著書に『ビヘイヴィアとプロトコル』

（LIXIL、2013）『超合法建築図鑑』（彰国社、2006）ほか。作品に「フクマ
スベース」(2016)、「窓の家」(2014)、「中川政七商店新社屋」（2011）ほか。

古澤大輔　ふるさわ だいすけ

建築家（一級建築士・博士（工学））1976 年東京都生まれ。2000 年東京
都立大学工学部建築学科卒業。2002 年同大学大学院修士課程修了。同年、
メジロスタジオを共同設立。2013 年、リライト _ Ｄに組織改編。現在、
日本大学理工学部助教。作品＝古澤邸（2019）、中央線高架下プロジェク
ト（2014）、アーツ千代田 3331（2011）ほか。受賞＝日本建築学会作品
選奨（2012）、SD レビュー朝倉賞（2011）ほか。

能作文徳　のうさく ふみのり

1982 年富山県生まれ。建築家、能作文徳建築設計事務所主宰、東京電機
大学未来科学部建築学科准教授。2005 年東京工業大学卒業。2010 年東
京工業大学大学院博士課程修了、2012 年博士 ( 工学 ) 取得。SD レビュー
2013 鹿島賞、第 15 回ヴェネチア・ビエンナーレ国際建築展日本館展示
特別表彰、ISAIA2018 Excellent Research Award 受賞、第 58 回ヴェネチア・
ビエンナーレ国際美術展日本館展示「Cosmo-Eggs」。

常山未央　つねやま みお

1983 年神奈川県生まれ . 2005 年東京理科大学工学部第二部建築学科卒
業 . 2008 年スイス連邦工科大学ローザンヌ校 (EPFL) 修士課程修了 . 2008-
2012 年 HHF アーキテクツ ( スイス ). 2012 年 Studio mnm 設立 . 2013 年
- 東京理科大学工学部第二部補手 . 2015 年 - 同校助教 . 2015 年東京建築士
会住宅建築賞「不動前ハウス」. 2016 年ヴェネチアビエンナーレ日本館
展示審査員特別賞受賞 .

山道拓人　さんどう たくと

1986 年東京都生まれ。株式会社ツバメアーキテクツ代表取締役。「デザイン」
と「ラボ」の二部門からソーシャル・テクトニクスという社会構築としての建
築を提唱。2009 年東京工業大学卒業 / 2011 年同大大学院修了（塚本由晴
研究室）/2018 年同大大学院博士課程満期退学 / 2012 年 ELEMENTAL( チリ )
勤務 /2013 年ツバメアーキテクツ設立 / 現在、江戸東京研究センター客員
研究員、住総研研究員、法政大学非常勤講師なども務める。

連勇太朗　むらじ ゆうたろう

1987 年神奈川県生まれ。2012 年慶應義塾大学大学院修了、モクチン企
画を設立。モクチン企画は縮小社会における都市デザイン手法を開発し
実装することをミッションに掲げたソーシャル・スタートアップ。2018
年には株式会社＠カマタを設立、共同代表に就任。京急線高架下開発プ
ロジェクトに携わり 2019 年 KOCA（コーカ）を開業。主な著書「モクチ
ンメソッドー都市を変える木賃アパート改修戦略（学芸出版社）」。

吉村靖孝

クリティック

古澤大輔 能作文徳 常山未央 山道拓人 連勇太朗

門脇耕三 坂牛卓
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＊見学会は各組、建築家による解説があります。
＊お申込の際には、第３希望時間帯までお選びください。
＊見学会の場所等の詳細はご予約確定後にお知らせします。


